
日
本
国
内
や
そ
の
土
地
な

ら
で
は
の
食
材
を
利
用
す
る

「
和
食
」
は
、
古
く
か
ら
あ

る
究
極
の�
地
産
地
消
�。
フ

ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
や
自
然
と

の
共
生
等
の
観
点
か
ら
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
に
向
け

て
も
和
食
が
注
目
さ
れ
る
。

本
連
載
２
回
目
は
島
特
有

の
環
境
の
中
、
子
供
た
ち
の

地
場
産
物
へ
の
関
心
を
高
め

る
取
組
を
紹
介
す
る
。

東
京
都
の
島
し
ょ
部
、
伊

豆
諸
島
に
あ
る
新
島
村
は
、

新
島
・
式
根
島
の
２
つ
の
島

か
ら
な
る
。
各
島
に
村
立
の

保
育
園
・
小
学
校
・
中
学
校

が
１
校
（
園
）
ず
つ
あ
る
。

「
だ
し
で
味
わ
う
和
食
の

日
」
に
は
２
０
１
７
年
か
ら

参
加
。
村
内
す
べ
て
の
給
食

施
設
で
一
斉
に
実
施
す
る
。

「
朝
食
に
パ
ン
が
好
ま
れ
る

傾
向
が
あ
る
な
ど
洋
食
化
が

進
む
中
で
、
な
ん
と
な
く
和

食
を
食
べ
る
の
で
は
な
く
、

�
伝
統
的
な
和
食
の
良
さ
�

を
改
め
て
伝
え
て
い
る
」

と
、
新
島
村
さ
わ
や
か
健
康

セ
ン
タ
ー
・
遠
藤
律
子
主
任

管
理
栄
養
士
は
話
す
。

昨
年
１１
月
２４
日
「
和
食
の

日
」
の
式
根
島
学
園
式
根
島

小
学
校
・
式
根
島
中
学
校

（
式
根
島
学
校
給
食
共
同
調

理
場
）
の
献
立
は
「
真
鯛
の

み
そ
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
焼
き
、
明

日
葉
の
味
噌
汁
、
磯
辺
和

え
、
な
め
た
け
、
米
飯
、
牛

乳
」
。
真
鯛
、
明
日
葉
な
ど

地
場
産
物
を
使
い
、
和
食
の

基
本
で
あ
る
一
汁
一
菜
を
意

識
し
た
。
新
島
小
学
校
・
中

学
校
（
新
島
学
校
給
食
共
同

調
理
場
）
も
「
真
鯛
の
塩
焼

き
」
を
提
供
し
た
。

子
供
た
ち
か
ら
は
切
り
身

の
真
鯛
が
使
わ
れ
た
こ
と
に

驚
き
の
声
が
上
が
っ
た
。

「
地
元
に
養
殖
場
が
あ
り
、

高
価
な
魚
で
あ
る
こ
と
を
子

供
た
ち
が
知
っ
て
い
る
か
ら

で
す
」
。
真
鯛
は
式
根
島
に

あ
る
村
営
養
殖
場
か
ら
提
供

さ
れ
た
「
式
根
鯛
平
君
」

で
、
地
産
地
消
給
食
も
兼
ね

た
。
当
日
は
養
殖
場
の
映
像

を
学
校
や
教
室
に
配
信
。
子

供
た
ち
は
地
元
の
魚
を
食
べ

て
い
る
こ
と
を
よ
り
実
感
し

た
様
子
だ
っ
た
と
い
う
。

地
産
地
消
は
村
の
協
力
で

村
で
採
れ
た
新
鮮
な
食
材

は
、
美
味
し
く
栄
養
価
が
高

い
だ
け
で
な
く
、
島
と
外
部

を
つ
な
ぐ
船
が
欠
航
し
た
際

に
も
仕
入
れ
の
心
配
が
な

い
。
物
流
コ
ス
ト
も
低
く
フ

ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
へ
の
取
組

に
も
有
効
だ
。

し
か
し
地
産
地
消
給
食
の

実
施
は
簡
単
で
は
な
い
。
村

内
の
収
穫
量
が
少
な
か
っ
た

り
、
高
級
魚
と
し
て
内
地
に

出
荷
さ
れ
た
り
、
材
料
費
と

し
て
地
場
産
物
を
使
わ
な
い

方
が
安
く
済
む
か
ら
だ
。
そ

れ
で
も
年
間
を
通
し
て
積
極

的
に
採
り
入
れ
る
。
「
村
の

高
校
は
一
校
の
み
で
子
供
た

ち
は
１５
、
１８
歳
で
島
を
出

る
。
そ
れ
ま
で
に
で
き
る
だ

け
多
く
地
元
の
食
材
を
食
べ

て
欲
し
い
と
、
村
に
配
置
さ

れ
る
栄
養
士
が
代
々
取
り
組

ん
で
き
た
」
と
遠
藤
主
任
管

理
栄
養
士
。
そ
の
熱
意
が
周

囲
の
人
々
の
共
感
を
呼
び
、

現
在
、
村
の
各
方
面
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
協
力
を
得
ら
れ
て

い
る
と
い
う
。

そ
の
一
つ
、
農
作
物
は
、

明
日
葉
、
ア
メ
リ
カ
芋
（
色

の
白
い
さ
つ
ま
芋
）
、
玉
ね

ぎ
、
里
芋
な
ど
の
地
場
産
物

が
あ
り
、
村
の
農
業
協
同
組

合
が
生
産
者
個
人
ご
と
の
収

穫
予
定
一
覧
表
を
作
成
。
栄

養
士
が
献
立
を
作
成
す
る
際

に
参
考
に
す
る
た
め
だ
。

新
島
村
の
夕
食
の
共
食
率

は
９０
％
以
上
。
給
食
が
家
庭

で
話
題
に
な
る
こ
と
も
多
い

と
い
う
。
給
食
か
ら
家
庭

へ
、
和
食
・
地
産
地
消
を
発

信
し
て
い
る
。

開
催
地
・
鳥
取
県
は
近
年

は
�
ま
ん
が
王
国
�
で
有
名

と
な
っ
た
「
名
探
偵
コ
ナ

ン
」
や
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太

郎
」
の
ふ
る
里
。
そ
れ
よ
り

早
く
か
ら
全
国
的
に
知
ら
れ

て
い
た
同
県
名
産
品
が
�
二

十
世
紀
梨
�
。
毎
年
９
月
１２

日
の
制
定
さ
れ
て
い
る
「
と

っ
と
り
県
民
の
日
」
に
は
、

県
内
の
学
校
給
食
は
梨
が
統

一
食
材
に
使
用
し
た
、
各
地

域
・
学
校
が
献
立
に
反
映
し

て
提
供
さ
れ
て
い
る
。
県
の

特
産
品
や
旬
の
県
内
産
食
材

を
使
っ
た
献
立
を
通
し
て
、

地
域
を
知
り
大
切
に
す
る
心

を
育
む
た
め
の
行
事
食
で
、

献
立
を
通
じ
て
栄
養
教
諭
・

学
校
栄
養
職
員
が
食
に
関
す

る
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

昨
年
の
県
民
の
日
も
地

域
、
学
校
や
給
食
セ
ン
タ
ー

が
魅
力
的
な
献
立
を
提
供
。

以
下
に
一
例
を
紹
介
す
る
。

◀
鳥
取
市
立
河
原
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
＝
ご
飯
、
牛
乳
、

砂
の
宝
石
箱
（
砂
丘
ら
っ
き

ょ
う
を
ハ
ン
バ
ー
グ
の
中
に

ち
り
ば
め
た
新
メ
ニ
ュ
ー
）、

星
し
い
た
け
の
み
そ
汁
、
と

っ
と
り
白
い
サ
ラ
ダ
、
二
十

世
紀
梨
ゼ
リ
ー

◀
米
子
市
立
第
二
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
＝
星
空
舞
ご
飯
、

牛
乳
、
境
港
サ
ー
モ
ン
の
塩

麹
焼
、
ヨ
ネ
ギ
ー
ズ
の
ご
ま

マ
ヨ
和
え
、
砂
丘
長
い
も
の

と
っ
ト
ン
汁
、
二
十
世
紀
梨

◀
伯
耆
町
立
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
＝
ご
飯
、牛
乳
、鳥
取
和

牛
の
み
そ
炒
め
、
ら
っ
き
ょ

う
サ
ラ
ダ
、
と
う
ふ
ち
く
わ

の
す
ま
し
汁
、
二
十
世
紀
梨

第
６４
回
全
国
栄
養
教
諭
・
学
校
栄
養
職
員
研
究
大
（
文
部
科
学
省
、
鳥
取
県
教
育
委

員
会
、
公
社
・
全
国
学
校
栄
養
士
協
議
会
他
主
催
）
が
８
月
３
・
４
日
、
鳥
取
県
で
開

催
さ
れ
る
。
開
催
地
・
鳥
取
県
は
日
本
海
か
ら
と
れ
る
多
様
な
魚
介
類
、
梨
や
ら
っ
き

ょ
う
で
も
知
ら
れ
る
食
材
が
豊
富
で
、
学
校
給
食
の
献
立
に
も
取
入
れ
ら
れ
２
０
２
２

年
度
の
県
産
品
の
食
材
利
用
率
は
合
計
６６
％
。
果
物
８９
％
、
魚
介
類
９４
％
だ
っ
た
。
毎

年
秋
の
県
民
の
日
は
、
県
内
一
斉
に
梨
を
使
っ
た
献
立
を
味
わ
っ
て
い
る
。

１１
月
２４
日
は
「
和
食
の
日
」
。
学
校
給
食
で
子
供
た
ち
が

和
食
に
触
れ
る
機
会
に
し
ま
せ
ん
か
。
和
食
文
化
国
民
会
議

で
は
、
全
国
の
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の
学

校
給
食
や
授
業
で
活
用
で
き
る
よ
う
、
和
食
に
つ
い
て
学
べ

る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
、ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
素
材
、「
和
食
の
日
」

の
実
践
事
例
の
資
料
な
ど
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

https://washokujapan.jp/dashi-document/

「
未
来
に
つ
な
ぐ
、
思
い

出
ご
は
ん
」
を
テ
ー
マ
に
、

ご
は
ん
の
思
い
出
や
食
に
ま

つ
わ
る
気
持
ち
な
ど
、
未
来

に
つ
な
げ
た
い
心
に
残
る
話

を
集
め
る
Ｗ
Ｆ
Ｐ
（
国
連
世

界
食
糧
計
画
）
の
Ｗ
Ｆ
Ｐ
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
エ
ッ
セ
イ
コ
ン

テ
ス
ト
が
９
月
４
日
ま
で
、

小
学
生
部
門
（
４
・
５
・
６

年
生
）
、
中
学
生
・
高
校
生

部
門
、
１８
歳
以
上
部
門
で
作

品
を
募
集
中
だ
。

応
募
１
作
品
に
つ
き
給
食

２
日
分
（
６０
円
）
が
、
寄
付

協
力
企
業
か
ら
Ｗ
Ｆ
Ｐ
に
寄

付
さ
れ
、
学
校
給
食
支
援
に

役
立
て
ら
れ
る
。
昨
年
度
は

２
万
３
０
９
０
作
品
の
応
募

で
、
４
万
６
０
０
０
人
以
上

の
子
供
た
ち
に
給
食
が
届
け

ら
れ
た
。

厳
正
に
審
査
さ
れ
結
果
は

１０
月
１６
日
、
下
記
サ
イ
ト
で

発
表
予
定
。

応
募
方
法
は
郵
送
、
ま
た

は
Ｗ
ｅ
ｂ
か
ら
。

郵
送
は
１
ペ
ー
ジ
２０
字
×

２０
行
の
原
稿
用
紙
２
枚
以

内
。
応
募
票
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
、
必
要
事
項
を
記
入
し
作

品
に
添
付
、
応
募
票
に
記
載

の
宛
先
に
送
付
す
る
。

送
付
・
問
合
せ
先
＝
Ｗ
Ｆ

Ｐ
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
事

務
局
〒
１７０
―
０
０
１
３
東
京

都
豊
島
区
東
池
袋
１
―
１７
―

８
Ｎ
Ｂ
Ｆ
池
袋
シ
テ
ィ
ビ
ル

８
Ｆ
ポ
パ
ル
気
付

☎
０３
・
３
９
８
０
・
９
０
３

０

１０
〜
１２
時
：
１３
〜
１８
時

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

https://www.wfpess
ay.jp/2023/

「
冷
凍
め
ん
」
と
地
域
の

食
材
や
旬
の
食
材
を
使
っ

て
、
み
ん
な
が
喜
ぶ
オ
リ
ジ

ナ
ル
ア
イ
デ
ィ
ア
レ
シ
ピ
を

考
え
よ
う
―
―
「
第
１
回

Ｆ
Ｈ
Ｊ
―
日
本
冷
凍
め
ん
協

会

全
国
高
校
生
冷
凍
め
ん

料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
開
催

さ
れ
る
。
主
催
は
全
国
高
等

学
校
家
庭
ク
ラ
ブ
連
盟
、
協

賛
は
（
一
社
）
日
本
冷
凍
め

ん
協
会
。

ひ
と
り
で
も
、
み
ん
な
で

も
気
軽
に
食
べ
ら
れ
る
め
ん

料
理
は
、
ほ
っ
こ
り
暖
か

く
、
つ
る
っ
と
冷
た
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
味
わ
い
方
が
楽
し

め
る
。
本
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

高
校
生
な
ら
で
は
の
発
想

で
、
新
た
な
め
ん
料
理
の
ア

イ
デ
ア
を
募
集
す
る
も
の
。

高
校
生
は
卒
業
後
、
進
学
や

就
職
で
親
元
を
離
れ
る
年
齢

で
あ
り
、
「
冷
凍
め
ん
」
は

気
軽
に
使
え
て
、
慣
れ
な
い

食
事
作
り
に
も
便
利
で
役
立

つ
食
材
と
言
え
る
。
本
コ
ン

ク
ー
ル
に
向
け
て
様
々
な
レ

シ
ピ
を
考
え
る
こ
と
を
�
食

の
自
立
�
の
機
会
と
捉
え
、

挑
戦
し
て
み
て
は
い
か
が
だ

ろ
う
。

▽
応
募
資
格

全
国
高
等
学

校
家
庭
ク
ラ
ブ
連
盟
加
盟
校

の
生
徒
で
２
〜
４
人
の
チ
ー

ム
（
１
校
で
何
チ
ー
ム
で
も

応
募
可
）

▽
応
募
要
領

冷
凍
め
ん
と

地
域
の
食
材
や
旬
の
食
材
な

ど
を
使
用
し
、
特
色
あ
る
オ

リ
ジ
ナ
ル
め
ん
料
理
レ
シ
ピ

を
作
成
す
る
。
調
理
時
間
１

時
間
以
内
、
材
料
費
は
１
人

分
５
０
０
円
程
度
。

▽
応
募
方
法

応
募
用
紙
は

専
用
の
「
冷
凍
め
ん
料
理
コ

ン
ク
ー
ル
応
募
用
紙
」
（
Ａ

３
版
・
横
・
１
枚
）
を
使
用

し
、
レ
シ
ピ
の
特
徴
や
思

い
、
調
理
方
法
や
食
材
の
工

夫
な
ど
を
記
載
す
る
。
具
入

り
ま
た
は
調
理
済
み
の
冷
凍

め
ん
を
使
用
し
た
ア
レ
ン
ジ

も
可
。
ス
イ
ー
ツ
へ
の
ア
レ

ン
ジ
や
世
界
の
め
ん
料
理
、

幼
児
食
、
介
護
職
等
ジ
ャ
ン

ル
は
問
わ
な
い

▽
レ
シ
ピ
内
容

①
め
ん
の

種
類

②
製
品
名

③
食
材

と
分
量
（
１
人
ま
た
は
４
人

分
）

④
作
り
方

⑤
１
人

分
の
費
用

⑥
調
理
時
間

⑦
そ
の
他
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
等

⑧
完
成
し
た
料
理
や
盛
付
け

が
わ
か
る
画
像
（
写
真
２
枚

以
内
、
イ
ラ
ス
ト
不
可
）

▽
募
集
期
間

２
０
２
３
年

１２
月
１
日
〜
２
０
２
４
年
１

月
２６
日
必
着

▽
応
募
先

〒
１５１
―
０
０
５

３

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

３
―
２０
―
６

全
国
高
等
学

校
家
庭
ク
ラ
ブ
連
盟
「
全
国

高
校
生
冷
凍
め
ん
コ
ン
ク
ー

ル
」
係

▽
発
表

機
関
誌

「
Ｆ
Ｈ
Ｊ
」
、
日
本
冷
凍
め

ん
協
会
Ｈ
Ｐ
な
ど

▽
賞

最
優
秀
賞
・
１
作
品

賞
状

・
賞
金
５
万
円

ほ
か
▽
表

彰
式

２
０
２
４
年
３
月
２０

日
家
庭
ク
ラ
ブ
会
館

応
募
用
紙
や
詳
細
は
＝htt

ps://kateikurabu-ren
mei.jp/contest/

農
業
遺
産
地
域
の
高
校
生

を
対
象
に
農
林
水
産
省
は
９

月
７
日
ま
で
「
高
校
生
と
つ

な
が
る
！
つ
な
げ
る
！
ジ
ー

ニ
ア
ス
農
業
遺
産
ふ
ー
ど
コ

ン
テ
ス
ト
」
と
し
て
、
地
場

産
品
を
使
っ
た
食
品
ア
イ
デ

ア
を
募
集
し
て
い
る
。
２
地

域
以
上
の
農
業
遺
産
地
域
の

産
品
と
一
般
の
材
料
を
組
み

合
わ
せ
た
コ
ラ
ボ
食
品
の
ア

イ
デ
ア
で
、
地
域
独
自
の
生

産
技
術
や
自
然
、
伝
統
、
文

化
を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、

次
の
世
代
へ
と
受
け
継
い
で

い
く
こ
と
が
目
的
だ
。
日
本

国
内
に
は
現
在
３２
の
農
業
遺

産
地
域
（
世
界
農
業
遺
産
１３

・
日
本
農
業
遺
産
２４
、
う
ち

重
複
５
地
域
）
が
あ
り
、
伝

統
的
農
業
等
が
あ
る
。
同
地

域
に
あ
る
高
等
学
校
（
高
等

専
門
学
校
含
む
）
に
在
学
中

の
生
徒
で
、
応
募
は
個
人
ま

た
は
チ
ー
ム
ど
ち
ら
も
可
。

審
査
員
５
名
に
よ
る
書
類

審
査
で
受
賞
ア
イ
デ
ア
を
決

定
。
受
賞
ア
イ
デ
ア
は
農
水

省
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
内
「
世

界
農
業
遺
産
・
日
本
農
業
遺

産
」
で
公
開
、
同
省
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
も
紹
介
さ
れ
る
。

応
募
＝
以
下
サ
イ
ト
で
応

募
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
・

記
入
の
上
、
次
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
に
送
る
。nogyois
anteam@maff.go.jp

詳
細
＝
農
水
省
サ
イ
ト

https://www.maff.g
o.jp/j/nousin/kantai/G
IAHS/foodcontest.ht
ml

冷
凍
め
ん
の
安
全
・
安
心

を
保
証
す
る
「
Ｒ
Ｍ
Ｋ
」
マ

ー
ク
の
認
証
な
ど
を
行
っ
て

い
る
（
一
社
）
日
本
冷
凍
め

ん
協
会
は
、
６
月
末
に
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
。
一
般
向
け
の
ペ
ー
ジ

で
は
冷
凍
め
ん
と
は
何
か
、

そ
の
種
類
や
お
い
し
い
食
べ

方
と
い
っ
た
情
報
を
提
供
。

さ
ら
に
有
名
店
の
シ
ェ
フ
ら

が
考
案
し
た
レ
シ
ピ
や
、

�
お
湯
で
解
凍
す
れ
ば
す
ぐ

に
食
べ
ら
れ
る
�
冷
凍
め
ん

の
特
性
を
活
か
し
た
ア
ウ
ト

ド
ア
料
理
の
レ
シ
ピ
も
掲

載
。
全
国
の
会
員
企
業
の
一

覧
も
見
や
す
く
な
っ
た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
閲

覧
も
使
い
や
す
く
な
り
、
よ

り
幅
広
い
ユ
ー
ザ
ー
に
冷
凍

め
ん
の
魅
力
を
訴
求
し
て
い

る
。https://reitoume

n.gr.jp/

学校給食食材の県内産使用率
単位：％

２０１７年度 ２０１８年度 ２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度

野菜類 ５６ ６０ ６０ ５６ ５７ ５４

果物 ７９ ８３ ８６ ９２ ９４ ８９

魚介類 ９５ ９５ ９６ ９６ ９８ ９４

豆類 ８７ ８７ ８５ ８６ ９０ ８８

食肉類 ８３ ９１ ８９ ８２ ９３ ８９

キノコ類 ７６ ７６ ６９ ７２ ７１ ６９

その他 ８５ ８３ ８４ ８８ ８２ ８８

合計 ６７ ７０ ７０ ６７ ６９ ６６

鳥取県ＨＰ「食材別使用率データ」から作成

食への思いエッセイに
WFPチャリティーエッセイコンテスト

農
業
遺
産
地
域
の
高
校
生

県
産
品
の
食
材
利
用
率
６６
％

鳥取県

地
場
産
品
の
ア
イ
デ
ア
募
集

９月４日締切り

魚
介
類
９４
％
、果
物
８９
％
に

県民の日は一斉に「梨」県民の日は一斉に「梨」

アウトドア料理など
新しいレシピ提案も
日本冷凍めん協会ＨＰリニューアル

子供たちに伝えたい地元ならではの食材

↑昨年度「和食の日」の
式根島小学校の献立。
「明日葉」は自生もし
ているおなじみの食材

←栄養士が式根島の養
殖場を訪問し、真鯛を
網で掬うようすを配信

～「和食」ユネスコ無形文化遺産 登録１０周年～

日本の伝統的な食文化を引き継ぐ②（全３回）

応
募
は
１２
月
か
ら

応
募
は
１２
月
か
ら

東京都新島村の給食の実践

第
１
回
を
開
催

参
加
校

募

集

「
だ
し
で
味
わ
う
和
食
の
日
」

遠藤律子
主任管理栄養士

２
〜
４
人
の
グ
ル
ー
プ
で
応
募
す
る

２０２３年（令和５年）７月１７日（月曜日） （２）

特集

高
校
生
対
象

高
校
生
対
象

「
冷
凍
め
ん
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」

「
冷
凍
め
ん
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」


